










（ 続紙 １ ）                             




































































98）等に始まる批判的実在論の観点の下で、Volkoff & Strong (2013)らの「ア
フォーダンス」の議論を発展させて、物質環境の影響について主観的な物質性と客
観的な物質性とが相互作用する過程が、実際の特異な職務生成に影響するとの組織
の分析図式を独自に提出する。第三に、こうした新たな分析枠組を用いて、スポー
ツ・トレーニング組織、職場におけるテレワークの導入、OJTなどの典型事例におけ
る特異な職務の生成過程の事例分析を試論的に行い、その分析枠組の妥当性を検証
している。 
 だが、本論文にも大きく三つの課題が残されている。第一に、批判的実在論と並
んでよく議論される主流のアクターネットワークセオリー（ANT）、アセンブラー
ジュ理論、実践理論との分析図式の対比が十全ではなく、本論文の説明図式の説明
力の独自性をさらに練り上げる余地が残っている。第二に、本論文は「アフォーダ
ンス」の観点を発展させて、職務活動や人間関係に対する物質環境の影響につい
て、独自に提出した主観的な物質性の影響を示す「意存的物質性」という新概念で
分析しているが、その説明力が十分に示されているとはいえない。第三に、三つの
事例分析に関しても、本論文の新たな分析図式が従来のANTや実践理論と比べてより
高い説明力を持つことが十分に示されているといいきれない。しかし、こうした課
題も、今後の筆者の研究の発展によって解明が進むと思われる。 
よって、本論文は博士（経済学）の学位論文として価値あるものと認める。また、
令和2年1月30日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果、合格
と認めた。なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判
断し、公表に際しては、その出版を予定しているために、当該論文の全文に代えて
その内容を要約したものとすることを認める。 
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